
令
和
六
年
四
月
十
九
日
（
金
）

「
第
五
十
三
回
総
会
」
を
清
滝
の
季

潤
舎
に
お
い
て
、
三
十
七
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
、
終
了
後
懇
親
会
を
実

施
し
た
。

総
会
は
、
大
門
副
会
長
の
開
会
宣

言
に
よ
り
始
ま
り
、
田
中
会
長
の
挨

拶
に
続
い
て
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

尚
、
高
松
一
弘
古
河
電
工
日
光
事

業
所
長
が
所
要
の
た
め
、
土
井
晴
子

総
務
課
長
が
出
席
さ
れ
所
長
の
ご
祝

辞
を
代
読
さ
れ
、
福
田
あ
き
お
代
議

士
が
国
会
の
た
め
秘
書
の
羽
瀬
広
大

氏
が
出
席
さ
れ
た
。

◆

田
中
会
長
挨
拶
の
要
旨

来
賓
の
方
々
に
謝
辞
を
述
べ
た
後
、

世
界
が
戦
争
と
い
う
悲
し
い
状
況
、

元
旦
か
ら
の
能
登
半
島
地
震
災
害
、

自
民
党
の
裏
金
事
件
を
始
め
と
す
る

政
治
不
信
、
物
価
高
騰
な
ど
に
負
け

な
い
日
精
会
の
そ
こ
力
を
発
揮
す
る

と
き
で
、
活
動
は
楽
し
い
こ
と
が
基

本
で
日
精
会
た
よ
り
を
と
お
し
て
会

員
に
届
け
、
さ
ら
に
活
動
に
参
加
し

て
頂
く
、
好
循
環
を
作
り
出
し
て
行

く
一
年
に
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
、

福
田
あ
き
お
代
議
士
か
ら
国
会
開
催

中
で
、
総
会
に
出
席
で
き
な
い
お
詫

び
と
、
ま
っ
と
う
な
政
治
を
目
指
し

て
頑
張
る
の
で
皆
様
に
宜
し
く
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
。

◆

来
賓
挨
拶
の
要
旨

〇
有
野
栃
木
県
退
職
者
連
合
会
長

人
生
百
年
時
代
に
向
け
て
生
き
が

い
作
り
、
健
康
作
り
な
ど
の
社
会
参

加
の
取
組
み
が
重
要
で
、
増
税
や
健

康
保
険
証
の
当
面
の
存
続
な
ど
国
へ

の
制
度
設
計
の
要
求
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
ゆ
く
。

〇
久
保
古
河
電
工
労
組
日
光
支
部
書

記
長

昨
年
十
月
に
四
年
ぶ
り
に
対
面
形

式
で
の
定
期
大
会
を
開
催
し
活
動
し

て
い
る
。
現
在
若
年
労
働
者
の
減
少

な
ど
で
段
階
的
に
定
年
延
長
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
来
年
よ
り
定
年
が
六

十
五
歳
に
な
る
。
古
河
で
働
く
誇
り

を
持
ち
な
が
ら
企
業
内
活
動
に
と
ど

ま
ら
ず
地
域
の
活
動
に
も
参
加
し
て

行
く
。

〇
土
井
古
河
電
工
日
光
事
業
所
総
務

課
長今

年
は
二
十
三
名
の
新
人
が
入
社

し
た
。
内
外
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
七
、
八
割
の
操
業
が
続
い
て
い

る
が
、
下
期
か
ら
の
回
復
を
見
込
ん

で
い
る
。
今
ま
で
築
い
た
伝
統
文
化

と
和
楽
の
精
神
で
物
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
年
も
八
月
二
日
に
和

楽
踊
り
を
開
催
す
る
。

〇
神
山
な
ん
た
い
地
域
協
議
会
議
長

厳
し
い
環
境
の
中
、
三
市
二
町
の

首
長
に
政
策
の
実
現
の
た
め
に
要
求

書
を
提
出
し
、
医
療
・
介
護
な
ど
の

高
齢
化
対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

〇
青
田
よ
し
ひ
と
日
光
市
議
会
議
員

現
在
、
こ
の
地
域
の
学
校
の
統
廃

合
が
進
み
学
校
が
廃
校
に
な
る
こ
と

は
、
寂
し
く
残
念
で
あ
る
。
明
る
い

話
題
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
が
あ
け
観
光

客
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、

私
も
労
組
と
共
に
地
域
の
皆
様
の
役

に
立
つ
議
員
活
動
に
邁
進
し
て
行
き

く
。

〇
田
村
中
央
労
働
金
庫
鹿
沼
支
店
長

昨
日
、
来
店
さ
れ
た
会
員
さ
ん
か

ら
口
座
の
取
り
消
し
依
頼
が
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
は
取
引
し
て
い
る
証
券
会

社
よ
り
メ
ー
ル
で
個
人
情
報
の
入
力

依
頼
が
あ
り
、
見
慣
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
あ
っ
た
の
で
入
力
し
て
し
ま
っ

た
が
不
安
な
の
で
来
た
と
の
こ
と
。

こ
れ
は
、
フ
イ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
で
、

メ
ー
ル
で
の
名
前
、
住
所
、
電
話
番

号
な
ど
の
個
人
情
報
の
入
力
依
頼
は

絶
対
な
い
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
の
こ
と
。

〇
大
橋
全
労
済
・
栃
木
県
推
進
本
部

北
西
エ
リ
ヤ
推
進
課
長

チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
が
、
最
近
地

震
等
の
自
然
災
害
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
お
り
、
皆
様
の
大
切
な
住
宅

な
ど
の
保
証
を
完
璧
に
す
る
た
め
に
、

こ
く
み
ん
共
済
の
見
直
し
を
お
願
い

す
る
。

来
賓
の
方
々
は
挨
拶
の
後
退
席
し
、

久
次
良
支
部
の
登
坂
理
平
さ
ん
を
議

長
に
選
任
し
本
審
議
に
入
っ
た
。

中
村
事
務
局
長
よ
り
「
活
動
経
過
」
、

福
田
会
計
よ
り
「
決
算
報
告
」
、
高

久
監
査
よ
り
「
監
査
報
告
」
が
な
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
続

い
て
、
新
年
度
「
活
動
方
針
（
案
）
」

「
予
算
（
案
）
」
に
つ
い
て
、
田
中
会

長
及
び
福
田
会
計
よ
り
上
程
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

会
員
減
少
の
対
策
、
各
部
の
補
助
金

の
増
加
に
つ
い
て
意
見
が
だ
さ
れ
た

が
、
本
部
役
員
な
ど
で
対
策
を
検
討

し
実
行
し
て
い
く
。

そ
の
後
、
懇
親
会
に
入
り
、
楽
し

く
雑
談
を
し
な
が
ら
会
食
し
会
員
各

位
の
絆
を
深
め
た
。

日精会たより №１８５ ２０２４年(令和６年) ７月1

元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

か
ら
半
年
、
傷
の
癒
え
ぬ
中
、
台

湾
で
も
４
月
に
大
地
震
が
起
き
た
。

そ
の
後
も
頻
発
す
る
地
震
災
害
。

気
を
引
き
締
め
て
、
物
心
両
面
か

ら
地
域
で
共
助
の
繋
が
り
で
備
え

た
い
。
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

◇
日
銀
は
３
月
に
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、
年

２
％
の
イ
ン
フ
レ
を
目
指
し
、
異
次
元
緩
和

か
ら
の
金
融
正
常
化
に
17
年
ぶ
り
に
一
歩
踏

み
出
し
た
。
賃
金
と
物
価
が
揃
っ
て
上
が
る

好
循
環
の
実
現
が
見
通
せ
る
状
況
に
な
っ
た

と
判
断
し
た
と
の
事
。
し
か
し
、
円
安
と
物

価
高
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
ら
ず
、
先
行
き
の

か
じ
取
り
は
、
難
航
し
そ
う
だ
。
◇
６
月
か

ら
４
万
円
の
所
得
税
の
定
額
減
税
が
始
ま
る
。

又
物
価
や
賃
金
の
伸
び
を
反
映
し
た
年
金
は

前
年
比
２
．
７
％
の
増
額
と
な
る
。
（
実
質

的
な
価
値
は
目
減
り
）
。
イ
ン
フ
レ
の
長
期

化
で
景
気
改
善
の
実
感
に
乏
し
い
。
◇
物
価
・

少
子
化
対
策
や
政
治
資
金
裏
金
問
題
等
の
難

問
が
多
い
。
ガ
ソ
リ
ン
へ
の
補
助
金
は
継
続

す
る
が
、
電
気
・
ガ
ス
の
補
助
金
は
６
月
で

打
ち
切
り
と
な
っ
た
。
社
会
保
険
料
も
高
齢

者
は
年
齢
や
収
入
に
応
じ
て
医
療
保
険
、
介

護
保
険
料
も
上
が
る
。
◇
少
子
化
対
策
は
以

前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
が
、
婚
姻
数
や

出
生
率
の
低
下
が
一
層
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

異
次
元
政
策
の
「
こ
ど
も
子
育
て
支
援
金
」

支
給
も
決
ま
っ
た
。
必
要
性
は
あ
る
と
思
う

が
、
中
高
生
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
将
来
、
結

婚
を
望
む
の
は
４
割
と
の
事
。
◇
財
源
を
医

療
保
険
に
上
乗
せ
し
て
支
援
金
を
徴
収
す
る

の
は
疑
問
が
湧
く
。
医
療
保
険
は
、
病
気
の

リ
ス
ク
に
備
え
る
為
で
、
必
要
な
ら
増
税
を

含
め
議
論
を
深
め
、
税
で
対
応
す
る
べ
き
だ
。

◇
値
上
げ
の
負
担
感
の
み
が
重
く
の
し
か
か

る
。
今
年
も
倹
約
に
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

（
Ｍ
・
Ｓ
）

日
精
会
た
よ
り

本 部 の 主 な 動 向

わ ら く い け

第
五
十
三
回
定
期
総
会

生
活
不
安
の
中
で
の
開
催

栃
木
県
退
職
者
連
合
会
長

有
野
一
良

古
河
電
工
労
組
日
光
支
部
書
記
長

久
保

浩
之

古
河
電
工
日
光
事
業
所
総
務
課
長

土
井

晴
子

な
ん
た
い
地
域
協
議
会
議
長

神
山

智
之

衆
議
院
議
員
福
田
あ
き
お
代
議
士
秘
書

羽
瀬

広
大

日
光
市
議
会
議
員

青
田

よ
し
ひ
と

中
央
労
働
金
庫
鹿
沼
支
店
長

田
村

光
英

全
労
済
・
栃
木
県
推
進
本
部
北
西
エ
リ
ヤ
推
進
課
長

大
橋

誠

出

席

さ

れ

た

ご
来

賓

の

皆

様(

略

敬

称)

◎
県
退
連

幹
事
会

（
宇
都
宮
）

2
月
27
日

長
尾

30
周
年
記
念
式
典
（
宇
都
宮
）

3
月
15
日

田
中
・
長
尾
・
中
村

学
習
会

（
足
利
方
面
）
4
月
25
日

長
尾
・
荒
川
・
中
村

◎
役
員
会
議

12
月
22
日
・
1
月
25
日
・
3
月
6
日
・
3
月
19
日
（
合
同
役
員
会
）
・

4
月
9
日
・
5
月
24
日

◎
第
53
回
定
期
総
会

4
月
19
日

11
時
～

季
潤
舎

37
名
参
加

◎
日
精
会
新
年
会
（
鬼
怒
川
荘
）

1
月
22
日
～
23
日

15
名
参
加

◎
古
河
労
組
日
光
支
部
定
期
大
会

10
月
5
日

田
中

◎
な
ん
た
い
地
協

新
春
の
つ
ど
い

1
月
27
日

渡
辺

メ
ー
デ
（
塩
谷
総
合
運
動
公
園
）
4
月
27
日

田
中

５月現在

1０２名

会 員 状 況

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発

行

責

任

者

田
中
一
男

編
集
責
任
者

大
門
陽
利



《
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
部

》

   
五
月
二
十
二
日
、
大
谷

川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
お

い
て
十
五
名
の
参
加
で
、

五
月
晴
れ
の
な
か
、
草
が

伸
び
た
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
楽

し
く
ラ
ウ
ン
ド
し
、
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。優

勝

田
中

貞
夫

（
今
市
南
）

ス
コ
ア

92

二
位

大
橋

功
雄

（
久
次
良
）

三
位

根
岸

俊
男

（
安
良
沢
）

（
部
長

児
玉

進
）

思
わ
ぬ
優
勝

田
中
貞
夫
さ
ん

 

久
し
ぶ
り
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
に
参
加
し
て
、

馴
染
み
の
皆
さ
ん
方
と
笑
顔
を
交

わ
し
な
が
ら
、
好
天
の
初
夏
の
風
に

吹
か
れ
、
昼
前
の
ひ
と
時
を
楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
草
が
伸
び
て
い
て
最
悪
の
グ
ラ

ン
ド
で
打
球
が
転
が
ら
ず
悪
戦
苦
闘

し
た
が
、
思
い
が
け
ず
の
優
勝
に
は

自
分
で
も
び
っ
く
り
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
第
一
で
明
る
く
、
楽

し
く
、
元
気
よ
く
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
実
行
委
員
の
方
々
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

《
 

ゴ
ル
フ
部

》

五
月
二
十
九
日
、
昨
夜
の
雨
が
今

朝
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
パ
ワ
ー
が

勝
り
、
雨
も
上
が
り
晴
天
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
も
十
名
と
な
り
ま
し

た
。
増
え
て
も
あ
と
三
～
四
名
で
す

が
、
少
な
い
な
り
に
行
っ
て
い
き
た

い
。
本
日
も
２
ラ
ン
ド
回
り
、
ケ
ガ

も
な
く
無
事
に
終
了
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
参
加
者
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
な
り

に
、
ゲ
ガ
な
く
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
く

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

優
勝

神
山
敏
子

（
清
滝
）

二
位

金
子
一
夫

（
大
沢
東
）

三
位

菊
地
信
夫

（
安
良
沢
）

（
部
長

野
原
敏
雄
）

《
歩
こ
う
か
い
部
》

第
１
回

7
月

17
日
（
水
）

蔵
王
・
お
釜
＆
熊
野
岳

ハ
イ
キ
ン
グ

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

 
参
加
費
１
０
０
０
円

 

 
第
２
回

 
10
月

29
日
（
火
）

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

参
加
費
５
０
０
円

 

 
第
２
回

 10
月

9
日
（
水
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
１
０
０
０
円

 

第
２
回

 
9
月

14
日
（
土
）

 
第
３
回

 
12
月
14
日
（
土
）

《
囲
碁
部
》

星
部
長
宅
  

 
第
２
回

11
月

2
日
（
土
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

 
 今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時
30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

  
第
２
回

10
月

17
日
（
木
）

《
女
性
部
》

9
月
か

10
月
に
予
定

宇
都
宮

L
R
T
に
乗
る

☆
 
５
月
入
会
   

  

福
田

浩

さ
ん

（
遠
地
）

松
本

雅
之
さ
ん

（
遠
地
）

日精会たより №１８５ ２０２４年(令和６年) ７月2

新
入
会
員
紹
介

各
部
行
事
予
定

ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

３
月
17
日

鎌
田

明
さ
ん

92
歳（
明
神
）

◇期日
8月2日(金）午後7時より

例年通りにお休み処を設置し、飲み物などを
用意してお待ちしております。お立
ち寄りください。

飲酒運転は厳禁

和 楽 踊

「
並
び
地
蔵
」
と

な

ら

び

じ

ぞ

う

「
大
正
天
皇
御
製
歌
碑
」

た
い
し
ょ
う
て
ん
の
う
ぎ
ょ
せ
い

か

ひ

憾
満
ヶ
淵
に
沿
っ
て
一
列
に
並

か
ん
ま
ん
が
ふ
ち

ぶ
地
蔵
群
を
「
並
び
地
蔵
」
と
呼

ん
で
い
る
。
別
名
「
化
け
地
蔵
」

ば

け

じ

ぞ

う

や
「
百
体
地
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
て

し
ゃ
く
た
い
じ
ぞ
う

い
る
。
慈
雲
寺
の
僧‣

晃
寛
が
享

じ

う

ん

じ

こ
う
か
ん

き
ょ
う

保
５
年
（
１
７
２
０
年
）
一
山
の

ほ

い
ち
ざ
ん

衆
僧
に
呼
び
掛
け
て
慈
眼
大
師

し
ゅ
う
そ
う

じ

げ

ん

だ

い

し

（
天
海
大
僧
正
）
の
門
徒
を
は
じ

て
ん
か
い
だ
い
そ
う
じ
ょ
う

も

ん

と

め
、
有
縁
の
僧
俗
約
百
名
が
そ
れ

ゆ
う
え
ん

そ
う
ぞ
く

ぞ
れ
石
地
蔵
一
体
ず
つ
を
、
過
去

か

こ

万
霊
・
自
己
菩
提
の
た
め
に
彫
刻

ば
ん
れ
い

じ

こ

ぼ

だ

い

し
安
置
し
た
も
の
で
、
列
座
の
先

頭
に
親
地
蔵
二
体
も
置
い
て
あ
っ

お

や

じ

ぞ

う

た
が
、
明
治
３
５
年
（
１
９
０
２

の
大
谷
川

大
洪
水
で
、

親
地
蔵
と

他
の
地
蔵

の
い
く
つ

か
が
流
失

し
た
。

（
こ
の
洪
水
で
は
下
流
側
の
神

橋
・
仮
橋
・
ト
ラ
ス
橋
の
三
つ

の
橋
も
流
失
し
た
）
当
初
、
百

体
余
り
あ
っ
た
並
び
地
蔵
の
現

在
数
は
七
四
体
。
別
名
「
化
け

地
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
数

え
る
た
び
に
地
蔵
の
数
が
違
う

こ
と
か
ら
と
言
う
説
と
、
仏
教

語
の
「
抜
苦
与
楽
」
の
〝
ば
っ

ば

つ

く

よ

ら

く

く
”
が
つ
ま
っ
て
「
化
け
地
蔵
」

と
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

流
失
前
は
、
並
び
地
蔵
の
直
ぐ

前

に

茶

処

も

あ

り

多

く

の

ち
ゃ
ど
こ
ろ

参
詣
者
や
観
光
客
が
訪
れ
賑
わ
っ

さ
ん
け
い
し
ゃ

て
い
た
。
最
近
は
、
ど
う
ゆ
う

訳
か
、
早
朝
か
ら
前
泊
の
外
国

人
や
日
中
で
も
多
く
の
外
国
人

に
行
き
交
い
日
本
人
と
会
う
の

が
珍
し
い
く
ら
い
だ
。
よ
ほ
ど

外
国
人
に
人
気
が
高
い
史
跡
コ
ー

し

せ

き

ス
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
と

こ
ろ
で
、
並
び
地
蔵
に
は
一
体

一
体
に
名
前
が
あ
る
の
を
知
っ

て
い
ま
し
た
か
？
地
蔵
に
は
赤

い
帽
子
と
前
掛
け
を
身
に
着
け

て
い
る
。
胸
の
辺
り
か
台
座
に

刻
ま
れ
て
い
ま
す
よ
！
ま
た
ほ

と
ん
ど
の
地
蔵
の
頭
は
「
剃
髪
」

て
い
は
つ

と
言
っ
て
つ
る
つ
る
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
の
二
体
の
地
蔵
だ

け
頭
の
部
分
が
イ
ボ
イ
ボ
の
形

「
螺
髪
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ

ら

ほ

つ

の
二
体
の
地
蔵
を
見
つ
け
た
り

地
蔵
の
数
を
数
え
た
り
、
名
前

を
見
つ
け
た
り
す
る
の
も
史
跡

め
ぐ
り
の
一
つ
の
楽
し
み
で
あ

る
。
並
び
地
蔵
の
直
ぐ
隣
に
あ

る
「
慈
雲
寺
」
入
口
の
山
門
前

じ

う

ん

じ

に
、
大
正
天
皇
が
詠
ん
だ
句
碑

く

ひ

が
あ
る
。
大
正
天
皇
は
、
日
光

を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
明
治
２
９

年
（
１
８
９
６
年
）
か
ら
大
正

１
４
年
（
１
９
２
５
年
）
ま
で
、

延
べ
６
８
０
余
日
も
日
光
に
滞

在
さ
れ
憾
満
ヶ
淵
を
よ
く
散
歩

も
さ
れ
た
。
散
策
し
な
が
ら
詠

ま
れ
た
「
衣
手
も
し
ぶ
き
に
濡

こ
ろ
も
て

ぬ

れ
て
大
谷
川
月
夜
涼
し
く
岸
つ

だ
い
や
が
わ
つ
き

よ

す

ず

た
い
せ
り
」
の
歌
を
、
昭
和
５

１
年
に
清
水
比
庵
氏
（
日
光
名

し

み

ず

ひ

あ

ん

し

誉
市
民
、
昭
和
５
０
年
没
）
の

書
に
よ
り
設
立
し
た
も
の
で
あ

る
。
国
指
定
名
勝
地
で
も
あ
る

「
憾
満
ヶ
淵
」
の
史
跡
探
索
を

し

せ
き
た
ん
さ
く

お
薦
め
し
ま
す
。

（
玄
梅
正
明

記
）

シ

リ

ー

ズ

「
郷

土

の

は

な

し

」
第
七
回

（
国

指

定

名

勝

）

憾

満

ｹ

淵

そ
の
二

憾満ヶ淵の並び地蔵流出前後

剃髪
ていはつ

螺髪
ら ほ つ

大正天皇御製歌碑

苔むす地蔵さん


